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Mシリーズ電子計算機システム

HITAC M-170/M-180処王里装置
H】TAC M-170/M-180 Processor

HITAC M-170/M-180は,仮想メモリプ7∫〔のソフトrフェアと,ICメモリ,LSI,

MSIなど､新しいハードウエア技術による処理業置及び砧竹三能の周辺装吊などをrい

心に新しく開発Lたコンピュータ システムであるも､連中,叫人しつつあるオンライ

ン,技術i汁算の分野でのユーザー ニ【ズに過†ナするよう,特にデー【夕べ【ス,デー

タコミュニケーション機能の:た実と処】理の高速化を卜頁1った1ユ また,HITAC 8000シ

リー-ズよりの相打を?羊易にする手段も特に伴走したノ1くである(ニ 処理装荷を高速化す

るため,方式にくふうを加えるとともに,半や体,実装柁術放び.テ論理設計朴け上二のバ

ランスをとり,パフオー¶マンス/コスト,イ‾,_子斬州三枚び1リ利一′i三のr｢り卜に努力を･払った.⊃

□ 緒 言

近fI三,システムが多様化,あるいは人規純化するに伴い,

例えばフ7イル,岨線,古7品末などを業務†ぎーりで共用したり,ノペ

ソチ,オンライン､公子講処理など異なる処判1形態を組みナナわ

せて,業務を効率よく処理しようとするシステムが1■Flえる傾

ド小二ある〔つそのためには,データベース､テ∴一夕コ ミュニケ

Mションの機能の充て太か要求される(〕

また一一方,托術計一算のrぎヲj速化,あるいは総で州勺なパフオ【

マンス/コスト比の】｢1j上へ♂)要求もー一寸貨と強まっているこ⊃
HI

TAC M-170/M-180のl凋発は,これらの要求をバランスよく

満たす[1的で,新たに裂■盲‾■--ファミリ【のラインアップをトざトノ

たものであり､似想記帖ブナ式の､ノフトウェア,新ハードウェ

ア托術による処群装置,-て■J汁絹巨の川辺装置などが小心となっ

ている｡

周知のように,コンビュrタの進射ま,､ト;封本代術に負う

ところが人きく,Mシリーズも新たに開ヲ邑した人規帖塊桁回

路(以下.L SIと略す),中規模集相川路(以卜,MSIと略

す)､築柿【叶路(以【卜,ICと略す)メモリなどをバランスよく

†か¶することによリバフォMマンス/コスト比を二許Lくl｢り卜き

せることができたく- また,海望.;7`開発には,CAD(Computer

Aided Design),シミュレーーション及び作能評価一手法,ある

いは仙と守･診断プログラムなどがイこ叶火であり,二れらのi呈H

発にもfナわせて努力が･払われ,この成果は,他の関連製ム1いこ

いょく適用できる｡

臣l 開発の概要

開発の塵点は,当然ながらユーザー ニーーーズにいかに過ナナし

た製品とするかであるが､そのためには,試行的技術を中心

とする技術相向形に偏することなく,ユ【ザ【 ニーズ,新技

術､現行塑望一打-などの間でバランスをとることが大切である｡

例えば,ソフトウェアでは,仮想メモリ方式のVOS(Vir-

tualOperating System)1/2/3を開発して,ソフトウェア体

系を一一新させたが,1司時に,HITAC 8000シリMズのソフト

ウェアのコンバージョン,エミュレ【ションの手段を備えて

MシリⅦズへの移行が容易なように触感､した｡また,同じ日

印JでHITAC 8000シり【ズ川のオペレ∬ティング システムで

あるEDOS-MSO(Extended Disk Operating System-

曽我政弘* 〃αざαムJ川S畔上

堤 正義** 〃〃β叩･ノざ/～/T→ぶ7`/･～〟mメ

三木亮蘭* 和み〃肌んf

井上武洋* れ血イ･/川ノー1√川(･

Multi-Stage Operation)のMシリ【ズ用バージョンを開発

Lた｡

システム構成上は,特にチャネルク)能力を燕視Lて,川辺

機器の接紙子i数,スル【ブ､ソトを含む能ノJlrり_卜をトズ】るととも

に,機一汁芹の接続インタフェー｢スを一一新させてイ満成に｢1心性を

持たせるよう考慮したし､マルチ プロセ‥ノサ柿戊,システム什

能グ〕ネック ポイントを甘l何に把川三するハートウェア モニタ,

あるいは人･肘ノJ機器=按総和の汁L川コントローラなどは,い

ずれもオプションであるが､システム付与成卜和めてイけfJと-ぢ▲

える._二.

周辺機器では,200MB/スピンドルのディスク,6,250BPI

の才蔵ぅもテMプ,2,000行/分のライン プリンタなどの高速,大

容量の装置をはじれ 端末機器を含めた総合的な開発にユリ,

システムとしてのバランスに留意しつつ製■i二2Iのラインアップ

を凶った｡.

処稚装荷の能力は,プ/J(と他用する半う封本とによりノ■ニイーーさ

れるが,ここでも‾方Jじにくふうを加え､半ギ≠休に対Lてはむ

しろ余裕を持たせるノナいJとLた､1二れは,イF子和州ミ,_′卜帝㌣作ノ之

びコストの伽でイj‾利と判断LたかJ)である｡

Mシり-ズJ【j半プ導体の開発は,】1‾りシり一ズヤ用のLSI川上人

200ゲr卜)と,同1勺外で標準となりつつあるMSI,′卜税帖り三

相l耶各(以‾1丁,SSIと略す),メモリ用素子に大別できる｡前

者の開発に当たっては,パッケージの構造,消弓守電力,冷却

方式などに特別の考序をむ､つて,MSI,SSIなどの標準品と

手足J円できるようにした｡これは,LSIの使輔効率をi三石める_卜

で極めて有効であるとともに生産ノ件,信頼性の点でも有利で

ある｡

二大に特に大形機の楊†ナ,ご左克三化乍正i憤装言琵がシステムのイ‾.子舶と

作,コストノ之び寸法に人きち･彬苧苧を-リ･えるノ､くを市視Lて,モ

ータ ジュネレ【タ(以下､MGと略す)ソナ式の1荘子原をf凋充Lた.ノ

これは,ナi子栃仰が半特休ノブ式の数倍と予想さメ･しるなど多くの

特壬主をもっているrJ

システムの意匠デザインは暖色系統の色調に--一一彰子させたが,

これもオペレータの疲労軽減の一助になれば幸いと考‾えている｡

以上,閑雅の概要を述べたが,次に処理楽市の方Jし 論二叩

ノ女びハMドゥェアキ支術について述べるL〕
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61 方式設計

3.1 概 要

HITAC M-170/M-180(図1)は､Mシリース､の根となる機

和であり,件能,機能の巾卜をはじれ 特に二大の∴】い二吼注

した.)

(1)オンライ.ン,デマンド処矧rりきの機能

(2)システムの連用,船舶の谷幼さ

(3)システムのイ.摘州三.化さ√､1:什

(4)現行システムかノ〕の格行

_1二記の観ノ1(から,例えば.論坪仕様の帖帆
システム桃成の

来秋性の向上,高信頼性部品の採用,RAS(Reliability Avail-

ability Serviceability)機能の充実,プログラム デバッグ川

機能の拡張など重一た的に行なった｡

また,問jせ装置の高什能化ととい二,チャネルの放とスル

ープットを向上させて,大器量のデ【タ処揮に適ナナできるよ

うこそ宙Lた｡-

3,2 システム構成

デー1タ処王幣の多椛化に伴い,絶析仰の砧いシステム､人ノゲ羊

最プアイルの処理や,多数の辿イて_言い]線を接続するシステムあ

るいは特殊な周辺装置,端末を接続するシステムなどへの安

求が 寸立と砧ま/〕ており,特に二大のノ1くに田立Lたり

(1)チャネルのスル【プット

(2)チャネルの放

(3)適f.子r呵線グ)接続数

(4)フ7イルの接続方メこ

(5)そク)他各柿人･出力装置の接続

図2に,HITAC M+80のシステム柿成例をホす｡中一欠処

増巷笠置1子丁につき,抽入8MB(HITAC M-170は4MB)の主

記憶装置,最大16台(HITAC M-170は8缶)グ)チャネル装置

でシステムを構成できるっ

チャネルには,磁気ディ スク,ドラム装置などのランダム

アクセス 77イルとの間で,高速多市データ転送動作を行な

うブロック マルチ プレクサ チャネルと,主に磁1ミテーフし■装

置を接続して､高速データ転送動作を行なうセレクタ チャネ

ルと,周辺入･出力装置､通信制御装置などと接続し,多額

データ転送動作を行なうバイト マルチ プレクサ チャネルと

がある｡
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図I HITAC M-180 中央処理

装置1台につき,最大8MBの主記憶

装置,最大16台のチャネル装置でシス

テムを構成できるn

-

巌

接続する人･と†i力装吊の油性と,システム規模に応じて必

紫な装置の接続台数とから,コストとのバランスを考慮Lて,

ニれらのチャネルの処理油性と接続日数をプ央めた｡

地イi吉川線描紙数では,1て与iのHITAC M-180は,右左人896凹

維を†定紋できる｡.

多数グ)処押装置RjJでフ7イルのシェアをLないシステムで

総柄的な柿戊がとれるように,オプション機構として,独立

形のディスク制御装置なLにディスクを漑結できる統イナチィ

スクこ別御装置を開発した｡

圭た,グラフィ ック ディ スプレイ,Ⅹ-Yプロ･ソタなどの

行仲人･出力装嵐 あるいほシステム阿有の特殊な入･=プJ

装;芹を接続する口的で､汎用入･汁.力制御装置を開発した(つ

主 記憶装置

CHC

主記憶装′置

CHC ､CHC･ C
][ハU

l-=…I l‥---1 トーーーーI

′■■■■‾＼′‾

Ⅰ./0

--‥‾＼

Ⅰ′′′0 王/0

注ニIOP 入･出力処理装置

CHC チャネル制御部

CH チャネル

Ⅰ./′0入･出力装置

CCP 通信制御装置

C(;P

I

O

P〕

r…ヽ′…‾V

稀末 端末

図2 H汀AC M-180のシステム構成 マルチ プロセッサ時のシステム

の芦苫層構成例を示す｡



3.3 論理仕様

図3に..論仲仕様淡左の際､特に考粧した事柄をホす〔ン

デ【タ形ノ〔及び 一寸は命令の形∫〔は,HITAC
8000ンリー-て

と♂つ在操作を環視Lて1‾叶一の形}(とLたり 刑込みん丸ま,P

SWrPr叩ram Status Word)人絶え万上℃とL､マルチ プロ

グラム ベースでグ)処刊!を不払にした-ン

汀汁令右打の椎一指は,HITAC8000シリーズの標咋144稚(HIT

AC8700､HITAC 8800は171柑)から拡リ1ミして195柵とした･_1

主なものは,メi之大16MIiまでのデータ略述命令,比較J古令杜

びど‥/卜処押命令,托術計符.し■プi油化のためのl･-il㍍′ト数∴1工数と

掠刺/ト数点数の二変抱鉛令などである〔)

ケーブル接続グ)効やをIrり_卜するため入･山プJ装荷の指紋‾ノノ

ン〔を血列ノブ∫てとL,データ転j_き帥､ナに†言号のんじ符をとるソJ‾∫(に

より,低速の人･

すこ とができる｡

_卜げるため､人

山‾プJ装置では60～100Inまで接続臥哨鮭を伸ば

また,佃恕甜二･エ上でのデーー一夕転送の効率を

ftリノ刺作でl糊妾アトレス指1王ができるよう

にした.っ

オンライン処理､TSS(Time Sharing System)処雌では,

柑空の1l●Jiい絶対帖｢苦り.と処fり帥､川りのi抑とを必要とするので,タ

イマ機能を強化Lて､タイマ機構3仰とタイマ比較1耶ムしみ機

椛1仙を設けた｡タイマの分解能は,姑′ト1ノ∠Sである｡-

また,プログラム デバッグ効率のl｢り十_を口l′l勺として,プロ

グラム中家記泉長機構をi設けた.っ

3,4 一仮想記憶方式

オンライン,デマンド処f【1もを指向し,プログラムの開了己/之

L叫ポニ以ミをしやすく,Lかも迩flJl‾Fliでのジョブ スケンューールな

どを?手筋にするには,仮想i言山王方式がイ】‾効であるし,

現行システム

からの移行

H什AC 8000

シリーズとの

互換性の維持

オンライン
システムの運臥

デマンド

処理の舶
拡張性の向上

11
データベース轢能の拡張,

会話形処理のサポート

メモリ領域管理の容易化,

ジョブ管理の容易化など｡

rJl
OSの

オーバヘッドの 仮想記憶方式

戸J
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図3 Mシリーズの論理仕様の概念 設計の考え方とそれに基づく論

理イ土様を示す｡

制御レジスタ1

セグメントテ一刀レアドレス

T｢5

H】TAC M-i了0ノ′′M⊥180処理装置 775

論理アドレス

セグメント テーブル

ページテ一刀レアルス

ページテーブル

ページアドレス

実アドレス

1516 2021

ページアドレス

8 2021

31

31

図4 論王里アドレス形式とアドレス変換 論理アドレスには,4KB

ページのものがあるが,ニニでは2KBページの場合を示す｡

fJ哀愁了言亡怯‾ノブJ(では,論押アドレスをノ上7トレスに磐絶する

変椎オーバへlソトをできるだけ少なくする必繋がある(-､己】‾fi埴

のバイポーラ メモリ♂)開脚二より川:⊥､Jれた-1■Jj辿のアドレス盤

根バ､ソフ丁と,セ､ソト アソシ7ティブr｢ilj御ノブJ一じをJl了いて,M

シ】1-ズではこの変托す-一バへ‥ノドを許Lく帆il.ikした.⊃
HIT

AC M-170/M-180は､とい二128のアドレス盤根対をもつて

図4に論理アド､レスの形J〔と､アドレス変根ノJ■式とをホすり

論押アドレスの形式は,24ビットにで,り三アドレスとトJじ

であり,既存の実アドレスで作成されたプログラムを似想;言L

悦_卜で亡夫行しやすいようになっているく⊃

3.5 RASヰ幾能

イーご吉和一作､保′√作を什Ⅰ二するには,一叫二恥i才一の†.;軋州三をil-7jめ

るだけでなく,システムとしてのイ‾こ描け帥J___lニグ)く∴うが人ノ切

である｡例えば,システム的な誤刺作【1+役機能ヒ,柑∴呈;二犯勺二

碓の帽子駈機能などである｡

Mシり川ズでは,ソフトウエアのサボー､一卜を丁ナめて隅朋｢1てJ

な川手夏処理システムによりイi一捕i件の1叶卜をl耳トたか,図5に,

その誤動作凹役機能の椚屑構成をホす｡.

誤動作がヲ己生すると,処躍装置放びチャネルでは,J存1沖i

試行,丈は人･汁りJ動作のコマンド再試行を行なう′)ニヒ記帖

卜には,1ビ､ソト誤りを‖勅言⊥ll一二し,2ビ､ソト言ゼミりを検J11す

るエラM訂刀一ニコrドを設けた.=,

lけ三式行夫放校のマシン チェック1恥生みに続く､tノブトウエ

アの担]復動作を行ないやすくするため,【卯皆の袖肋帖幸艮とL

て,マシン チェックの椎璃と主jキ壬草苧範朗をホす識別コrドを船

舶したr_､

梓′[別巻復機能としては,コンソrル ファイ′しかJ)制御記帖

ヘロードするマイクロ誇断プログラムをもち,肝LE;付帯の･桁

摘ができる｢.このほかに,千仏保′ニラニなどのために,オンライ

ン テスト プログラム,ログアウト帖報編集プリント プログ

ラムなどのプログラム サボw一卜がある(つ
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図5 RASの階層構成 障害発生時の回復動作の階層は,大きく分類す

ると図示のように5段階からなる｡

3.6 Hn‾AC8000シリーズとの互換性

HITAC8000シリーズからの椎行を容易にするため,データ

形式と
一一般命令の形式をHITAC8000シリーズと同じにした｡

特に,HITAC8000シリーズのオペレーティング システム

(OSと略す)〔DOS(Disk Operating System),EDOS〕か

らの移行用に,DOS/EDOSエミュレータをオプションとし

て内蔵できる｡

これは,エミュレータ ハードウェア機構と,エミュレMタ

制御プログラムとからなり,図6にホすようにDOS/EDOS

放びユーザー フリログラムを,マルチ プログラムの一つのジ

ョブとして,MシリーズのO Sのもとで一夫行できる｡

エミュレータ ハードウェア機構は,ローカル実行命令と,

チャネル制御語補止命令とをもち,命令及びオペランドのア

ドレス補正,処理装置のモード切替え,チャネル制御語内の

データ アドレスの補正を行なう｡エミュレータ制御プログラ

ムでは,DOS,EDOSへの割込み,特権命令,その他2命令

のシ ミュレーションを行なうしユ

【】 基本仕様

4.1基本構造

小央処理装置の内部構造で,重要な影響をもつものの一つ

に内部処理のデータ幅がある｡これは,ハードウェアの規模

を決定する要素であるととい二,性能への影響も大きい｡

内部処理のデータ幅と制御‾方式とを仮定して､命令実行時

間を予測し,それをもとにシステム性能を算rl=ノ,目標のシ

ステム規模に対Lて,最適の設計かどうかという検討サイク

ルを適して,HITAC M-170/M-180の内部処理デ【タ幅をは
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M シリ
ー ズ OS

舌1
Mシリーズ

ユーザープログラム

エミュレータ

制御プログラム

I
DOS/EDOS

l
DOS/E[〉OS

ユーザープログラム

図6 DOS,EDOSエミュレータ DOS,巨DOSとそのユーザープロ

グラムは,MシリーズOSのもとで,ユーザー プログラム レベルで処理する｡

じめ,ハードウェアの端本仕様をi央近した()

HITAC M-170は,内部処理のデ【タ幅を4バイト幅,主

記帖のテ■一夕帖を8×2バイト幅及びバッファ記憶容呈を8

KIiとL,チ十7ネルを1勺歳する方式とした(〕

一ノ∴ HITAC M-180は,内部処理のデータ帖を8バイト

l机 上i言亡旧のデータ幅を8×4バイト帖及びバソファ記惜春壷

を16KBとLた｡チャネルは,IOP(Input/OutputProcessor)

什ラJ‥℃とL,独立制御を行なう｡

4.2 概略仕様

表1に,概略仕様を示す｡

l田 論理構造

5.1 中央処理装置

パフォーマンス/コストを決定付ける主要因は,論王撃方式と

ハードウェア技術(部品と利用技術)である｡前者は目標性能

に最適な論理‾方式を考案することに尽きるが,将来に予想さ

れる多様なニーズに対処し,拡張可能な余裕を確保しておく

必要があり,両機種ともこの点を考慮して4に述べた論理方

式にした｡特にHITAC M-180は高度な論理方式により臼標

作能を確保したので,以下にHITAC M180を中JLり二論理方

式上の要ノ与を概説する｡図7にHITAC M-180の論理構成を

示す｡

(1)命令制御

命令を主記憶から読み出し,実行の準備をする論理部(命令

制御ユニット)と命令実行をする論理部(演算ユニット)を完全

に独立させ,これらのユニットを同時に動作させて実効的な

命令処理時問を来夏縮Lた｡図8にホすように,5命令を多重



表I HITAC M-170/M-180の概略イ士様 複雑･多様化するユーザー

ニーズに対L,諸機能を駆使Lてアプリケーションの開発,拡張を容易にLた｡

No, 項 目 HlTAC M-180 HITAC M-170

r
l

r

lAA 仁P｢1

2データ

形 式 6種(RR,RX,RS,SしSS,S)

2.4,6(バイト)

195

固定小数点.浮動小数点,10進数

長 さ

数

形 式
論王里データ,可変長論理データ

長

さと
卜l

み方式

憶保護

半語(2バイト).語(4バイト),倍語長,4倍語長
最大256バイト可変長,最大16メガバイト可変長

基本モード/′拡与良モード

6レベル,PSW切換え方式

主記憶キーとプロセッサキーの一致チェック方式

3

4

モ

割 込

5 記
キーは4ピット/2KB,請出し保護あり｡

タイムオプティクロックとその比較割込み機能
6 タ イ マ

CPUタイマ,インタパル タイマ

7 イ反想記憶

論 ≡哩 ア ド レ ス 24ビット

セグメント サイズ 64KB

ページサイズ 2又は4KB

アドレス変換バッファ
(変換対数)

1

64二X2

8 主 記憶

最 大 容 量(MB) 8 4

(マルチプロセッサ) =6)
1(8)

0.5

8ぺ2

8

増 設 単 位(MB) I

インタリーブ

バイト×ウェイ

【
と 8×4
】

9
バッファ

記 憶

容 量(KB) 16

制 御 方 式 セット アソシアティフ 同 左

インタリーブウェイ 2 l

インテグレート

レクサチャネル

10
lチャネル

方 式 10P形式

ブロック マルチ プ

種 類1 バイト マルチ プレクサ チャネル

セレクタ チャネル

最大チャ ネル数 16

ダイレクトコントロール

8

ll 付 加 機 構

l

≡DOSノ′EDOSエミュレータ
マルチプロセッサ機構

l

〉同
左

ハードウェアモニタ
統合ディスク制御装置

l
l

拡張浮動小数点

中央処理装置

H什AC M-170/M一柑0処‡里装置 777

軌什こきせ,代表†■lてJ命1ナを1サイクルでり三打‾叶能としたい

辿糸加りに命令を一昨ご言たLて′克行に必要ち･オペランドを揃符ユ

ニットに供給する能ノJと,分帖命令などによって命令の流れ

に再Lれが勺二じた場介の処+耳拍巨プJをいかにl■′-+_卜させるかがふょ‾大

の課題であるが､オペランドと命令の川崎‾吉ノ己汁†L,分l岐の成

‾′テj二i批分帖先命令の先取りなどが特にノブ‾∫し卜耽古ミしたノ1･∵ご

ある√_.HITAC M-170は命令の多屯動作を行なうことなく､

イ汁令の一光11丈りだけでシステム バランスのとれた卜分な什能を

柑ている｡

0 1 2 3 4 5 ei 7 8 9 10 11

IF OF

OF

IF OF

OF

1F OF

注:IF 命令読出し

D 命令デコードとアドレス計算

A アドレス変換

OF オペランド読出し

E 命令実行

l
し
ト
ノ
}

命令制御ユニットの動作

演算ユニットの動作

図8 H什AC M-180の先行(パイプ ライン)制御

王里,2進加算と代表的命令をlサイクルで処王里可能とした｡

■.≡孝･-･欝･鞍旨恭一r･要一抄:隼ミゾト.■′.≡ニミ≡‡‾′実′亨‡渾ゝ‾孝:翠‾′鞍頂■‥､.･こ`∴

__､､†｡
!.

海象轍酸妄妻………ミ;…･…･′ ､:童さ･二≡･一派薫蒸妻採怒影駁;∴

i亡7､′二､二∵二i二二人､‾i
女I≠や.一触｡冊声

享:箸較…軽者′真

㌻穣≡輩三寄書…… ･…J‾ぅ詣墓室……･･三･`･壌演謄′
振ミ′要一章義;こ…･

′ノ7八′･

子丁試′く

l-′′ I′‾ン i-…ニノ

図7 HITAC M-180処理装置の構成 データの流れを中心に,論‡里構成を示す｡

時 間

(マシンサイクル)

5命令を多重処
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(2)棋界f糾御

オヘラント∴ 純一符結果を桁糾する結締レジスタ,揃符器な

どで付い戊されるか,二り壬本的にはデー1ク ーデフスを大きくLて】i_fJ

帖に処坪できるデータとii二を叶トやす二.とにより砧虫化してある.二.

特にHITAC M-160では64ビ･ソト上主の主演第二器のほかに24ビ

ット土一主･グ)3人力アドレス加拝礼 朗ビット上之のシフト回吼

10進柄行貨｢ほどを設け､二れらを杓l特効作させ作能を向上き

せた｡重た主記岱内のデー1タ椎効用缶令のように
一般に他用

郷性の高い特シ上の汀存分は,チけ口の.論理回路を設けて病迩化し

た｡棋界♂)訓辞附ま,剃石批論f一旦を掛単にLて,Lかも機能拡ゴ1主

などを古銭にするため,マイクロ プログラムで行なう方式と

した〔1この方J(は,ソフトウエアの一一部を高速化する目的でフ

ァームウェア化Lたり,新しい慌能を追加する場か二特に有

利である｡また論理の細部を選択Lて動作させることが宥易

なので,障害個所グリ旨嫡率の高い診断プログラムができる｡

(3)バッフ7)記帖

バ‥′ファ
メモリ方∫℃は,主記伯と演算部問に,′ト字㌻岩では

あるが主記忙よりい:さi越のメモIjを設けて,横取雉よりみて

も書己伯が等価的にi舟場化される千f貨である.｡

HITAC M-180の例では,主記帖に対して10倍以上の過度

で施～.矩i2グ)祐子達をい〕バ･ソファ記佗を置き,主記怯の巾で他

椰熱望の1‡`古い部分をこれに棺して仙川し,実効過度を_Lげた｡

ニ〆りノ∫(では,上記Fンエから汀.}1ナ,丈はオペランドをふ1こみ出す

とき,1‾i小咋に32バイトのブロリクをまとめて読み出L,それ

1て1綬,川-一一データ丈は隣接データを他用する場ナナには,バい/

フ丁.言己化かJ)向才走.言ノこふぃせるたれ 実効的に]ミ記伯を高速化

Lた二･とになるL､･イlしL,必賀ちlデータかバッファ.言己怯に了J:在

実アドレス プ凸ックアドレス

ー｢る確率を-ミ∫汚くする･よう,栢来イJ-効にイむわれるデータを選択

Lてt;己旧させることが_屯安である._1二のたれ り三上;祭のプログ

ラムをトレースLたデー,タを位J一円して,シミュレ【ションを

行なうなど椎々検討して,図9のようなノノ∫〔としたl)

HITAC M-180では,先行制御の能力をム之ノこ1斗iに■ナ占めるた

れ/ヾ‥′フ7一丁言亡陪を2ウェイ インタリ【ブにLて,イ古イ㌻とオ

ペランドをト小トキに読ふ=せるようにLた｡

(4)アトレス変挽

似想吉山二法‾メナ式では,プログラムか桁1上する.新平アドレスを

命令ノ真打j堪程で砧州り三アドレスに変推しなければなJ〕ないの

で,二れをr∴+頓に行なう必安があるr_,二のため,一一任盤根L

た.論即アドレス¶`セアドレスの対応デMタを記旧するアドレ

ス変根バ･ソファを.設けたが,二れレヾソフ7請山:迂とト‾拙策に,

必要なアトレス対が縞い確率でバツファ内に7fイ‡‾三するようち･

制御‾んI⊥〔を求めておi),バッファmとLてil-Ji辿のバイホ■-ラ

メモりを開発した｡

5.2 チャネル

将来予想されるデータ処和宣の増大,高速入･汁リブ装置の

開発などに備えて,テ【タ転送能力に余裕をもたせておくこ

とが人-りJであり,このため,終チャネルに 卜分な/ヾリファ レ

ンスタを設けて,二i三記憶とグ)デ【タ転送の砧大許容待ち咋f芦り

を人きくするととい二,芥子ャネ′し,あるいはり‾】央処珊装置

か/〕の上記佗は用要求が1‾･小1寺に生じたとき,むだな待ち峠｢=J

が′トじなし､よう要求′受付論理プJJ℃を決めたし､この方J℃り上芯に

はシミュレーションが特に有効であ一1た｡〕チャネルの 一蹴紬勺

な問題ノ∴くは,まず_卜記に関辿するjl一之プヾi汀芥子‡ち時Hりが′トさい

た･めに牛ずるオーバランであるl､料二にデータ チェイン,コマ

19 20 26 27 31

カラムアドレス パイFアドレネ

CO CI C2 C126 C127

=十
0

1

2

3

{H

R

R

R

アドレスアレイ

比 較 比 載

I l

不一致 不一致

比 較

､I

較

致

▲
▼
■
■

一

塊

.不

●■●-

■
-
一
.
一
L

CO CI C2
-一-----

C126C127

弓
皇

喜 l ≧
1 2 圭

E

ノ !

ユー 圭 皇 室 ≧

RO

R
l
悶
悶

CO

r‾一‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾一‾
I'‾■-

ll
lCI C2

----一一-- C126C127

l⊇ RO

Rl

R2

R3

R4

R5

l ∃ 萱 巨
乙 ∃ 至 言

言

至

妻l 巨 喜

l号 毒
享 書 萱

j 看 巨 書 ぎ

図9 セット アソシアティブ方式のマッピング 主記憶バッファ記憶及びアドレスアレイの対応づ

けとバッファ記憶参照方法を示す｡
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H什AC M-1了0′′M-柑0処理装置 779

CPUインタフェース

l

共通制御部

Ⅰ′/0命令処理

割 込制 御

データバッファ管理

サブチャネル制御

㌶三三3レ,サ三吉呈ちレクサーーーーーセレ,クチャネル孟ノ′竺?孟チャネル チャネル

I l t
Iノ′′0インタフェース

図10 チャネルの共通方式 従来チャネルごとにもっていた共通な機能

を,集中制御する共通制御部を設けた｡

ンド ナェインの場fH二け吉慨が起きやすいグ)で､十分な検討を

行ない･げ与丘にプ了J(を決めた､

次にシステムを構成する場fナ,チャネル数,ケーブルー1-一三な

どに余裕をもたせて,できるだけシステム鰍J丈♂)l′川=聖を碓

イ郎-ることが大切であり,例えば,制御部の】■l■古池化をトズlり,

ヶーーブル1ミの,1蛙れに対する【叫山ナを多くLて,インタフェ】‾1

ヶーーーブル上主をできるだけ上主くとれるようにLた･-･

HITAC M-170/M--180相子ャネルの,榊■iリノ∫しt二♂)特上ミは,

共地利卸ん∫じにした二.とであるしJ従来はチャネルごとに刺作

に必紫な1仰左肘=凱 データ バップ7符雌などグ)機能をも/Jて

いたが,図川にホすょうに人･山ノ‾Jインタフェース御伽引汀1

外は一一括して共j血二制御する方J〔にした､-_･二のノナノ〔はICメ

モIjをイf効に活用できるため,パフオーマンス/コスト上有利

である〔､

t司 主記憶装置

6.1 概 要

システムの大形化に伴って,Ti三.吉山正装筒(Main
Storage

以`1∴ MSと略す)の人芥_造化(HITAC M-180では姑人8M

B)､1‡∫J;越化への賀求がますます胤圭ノーーノているこ)またイ‾･潮仙｢り

とと,低屯力化,小形化が必要となる〔Mシりrズは､これ

らグ)要求に√ナ汝LたメモリとLて,ICメモリを仙川Lている･-J

6.2 仕 様

表2に装置の主な仕様をホす._･MSは図11のメモリ カー‾‾卜

の丁…山:甜1;とこれを制御する｢耶帥柑各部とで構成きれ,人什㌢プ

リント枇のバックボーード1校を構成LH立としたモノユーール構

造になっている｡ニのため,7トー′しドでの州一没が椒めてぞ妄

易である｡また寸法,消費電力などほコア メモり対比でそれ

ぞれ%～城､%～カムとなり,ICメモリとした効米が他ゆて

大きいく

6.3 高信頼性

MSのイ語根什はほぼメモリICグ)■iJ一宮′主にプi二右されるとい一′ノ

ても過言ではない〔)従って,メモ･jICをはじめとする上書乞う導

体部品の.枯官′摺り理の強化はもちろんであるが,-て■さiiふょ動作試験

や,メモリ カ【ド組､三て後のヒートランなどイ‾.二減作向+∴にイ丁

効な千段を生産ラインで柿極細勺に行なうこととLた｡重た,

寒か弛彰都駁瀧鞋耽鞍聴かい薗ユ

顎瀞細腰弧灘㍗小∵､都㍉邪む瓢㍗躯ギ漉へ〉ハ蔵∴電､､

懇
瀞
鞍

覗
瀾
各

瀧銘仙覗へ㍍雅弘雅鞍漉〈ニ

濫繁
汁いハ滞

山部珊＼半弧椰″瀧
椰
鞍

邪冬破船胡磯鞍磯緑聴㍊愚汲

ぺ エ

図Ilメモリ カード MOSメモリICを48個搭載したメモリカードを示

す｡

表2 MSの主な仕様 大容量化,高速化低電力化小形化及び信頼性

向上の諸要求に合教したメモリとLて,lCメモリを使用しているり

項 目 単位 ;H･TAC…0 も H･TACM-･了D

記憶容量

増設単イ立

テ】タ幅

インタリーフ

MB l-､-8
1 015--4

MB堅 ‾i‾‾‾｢‾0･5
B 32116

⊆ち‾三丁 4 2

‾ ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾1‾

エラーチェック

記憶保護単位 KB

1ビット エラー 訂正

2ビット エラー 検出

ICメモリの楊丁‡,エラrの大半は-▲帖rl勺な1ビ､ソト エラ‾

に起卜小㌻ることが多いr二､このため､1ビ･ソト エラ【叫′け=-

止ヒ2ビット エラーの横丁l仙]路(ECC(ErroI･Checking

and C｡rr｡Cti｡n)などを設けたが,二れJ〕は装言言fけ)イ∴和抑】｢り

卜にイ1‾刹Jである..

1i 直流電源装置

コンヒ_1-タ肝｢注油としては,征衣.上り,トランシlスタを

川いたシリーズ レギュレータノJ▲1-(,スイッチング レギュレ

ータノブ⊥-〔,CVT/CごVT(Constant
Voltage Transformel･/

C｡ntr｡1led CVTリブ式などがあり,それぞれ特上主をごトかLて

似い分けノ〕れているし､Mシリー-ズでは,イ1一摘化ドりl二,ア頂附ヒ

他び小形化コスト帆減を目的とLて,MGノナJ〔のTLこiJ上;ミ引那己

L7∴ ニのMGは,安芯化回路を全く必賀とLない柑空にJLl

ナJ変動が少ないうえに,依馬紺二と′ト形〔l;肘手打け法:ll】r･弓1･250

×処行500×高さ785(mm),騒-rll二60ホン以下〕化されているこ

とが牛与-i去であるし〕

屯据装置は図12に示すように,MGと柿托,司法流枚び-､州王呈

の機能をもった根数の直流変換部で構成される口 分散阻;書′主L

た直流射灸郎への給′電は200V,400Hzであるたれ 集中′こ巨船

の場糾二必要な大′i二E流用給電バスは不要となり,紆i正系は′ト

形で安定度も出い｡
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図12 直流電源回路構成図 MG部にのみ安定化回路をもった回路構成

にLた｡

図13 高速LSl 最大200ゲートの集積度をもった高速LS】を示す｡

MG電源の特長は次に述べるとおりである｡

(1)200ms以‾Fの瞬時停電に耐え,人力電圧恋敵 外来雉斉

に強い｡

(2)他用弧打l数が他の方式の電源よリ1けた以+二少なく,ト

ランジスタなどの電力制御用半導体を用いないため,イ言頼′1ナ1三

は極めて高い｡

(3)劉紺J御用半導体による電力消費がないため,電源効率

50%の低電圧大電流回路(2V,5Vl,200～1,600A)として

は憤れた惟能を確保できる-)

田 半導体及び実装技術

高速･高密度･多層化を追求する･一一方,一製品の開発という

観点で特に次の点に留意した｡

(1)コスト,供給の安定性などを考極二して,できるだけ工業

標準品を使用する()

(2)冷却方式を空冷とするなど,できるだけ設備条件をゆる

くする｡

(3)製造,検査の自動化に適合した実装とする｡

8.1 半 導体

論理素十としてECL(Emitter Coupled Logicト10Kファ

ミリのSSI,MSI及び図柑にホすLSI(100～200ゲート)を開
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図14 多層プリント板 最大8層のバックホードとプリントカードを示す｡

発した｡既に述べたように､LSIはMSI,SSIとの混用を前

提として･リードの形帆 間隔をこれらに†ナわせるとといこ,

低電力化を図って発熱をできるだけ抑える設計とした｡

8.2 実装技術

新しいCADを開発して,論理シミュレーション,ICの

配置,配糸軋 診断などをより高度に処理できるようにした｡

図14に示す最大8層のバ･ソクボード(420mmX460mn)は2～4

層のプリントカ【ド(100m甲×柑(hm)54校を搭載することがで

きる｡

8 結 言

以-L述べたように,HITAC M-170/M-180の開発は,ソフ

トウェア,処玉里装置,周辺機器など,コンピュータ システム

の全域にわたる大規模なものである｡開発着手よl)約3年を

経過して,ここにほぼ所期の目標を達成Lたが,/卜後,信頼

性デMタの蓄積とフィードバックにより,より以上システム

の信栢什を高めるとともに,例えば半導体の高速化,高密度

化など技術の革新をとらえ,引き続きシステムの改善と発展

にいっそうの努力を重ねていく考えである｡

本間先に当たり,終始適切な御指導と御協ブJをいただいた

関係各位に対L,探く謝意を表わす次第である｡




